
織
の
“
手
足
”
と
し
て
は
何
と
か
機
能
す
る
も
の
の
、

“
頭
脳
”
と
し
て
は
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
場
合

が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
組
織
活
動
の
資
源
不
足
を
補

う
た
め
に
、
諸
々
の
情
報
シ
ス
テ
ム
や
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
が
存
在
す
る
が
、
機
能
過
多
に
よ
り
導
入
コ
ス
ト

が
高
額
な
だ
け
で
な
く
、
実
装
さ
れ
て
い
る
機
能
の

自
由
度
が
少
な
く
、
各
社
各
様
の
人
事
業
務
に
お
い

て
は
う
ま
く
活
用
で
き
な
い
部
分
も
多
い
。
一
説
に

は
、
情
報
シ
ス
テ
ム
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
有
す
る
機

能
や
項
目
の
う
ち
、
40
％
が
使
わ
れ
て
い
な
い
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。

企
業
に
お
け
る
人
材
の
捉
え
方
に
は
２
つ
の
視
点

が
あ
る
。
１
つ
は
“
費
用
”
と
し
て
の
視
点
、
も
う

１
つ
は
“
財
産
”
と
し
て
の
視
点
で
あ
る
。
昨
今
で

は
、
人
材
を
人
財
と
い
い
換
え
、「
人
材
は
会
社
の

財
産（
資
産
）」と
明
言
し
、「
熱
心
に
教
育
研
修
を

実
施
す
る
」、「
資
格
取
得
な
ど
を
推
奨
す
る
」と
い
っ

た
人
材
に
対
す
る
投
資
活
動
に
積
極
的
な
経
営
者
や

会
社
が
増
え
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
通

り
人
材
を
“
費
用
”
と
し
て
捉
え
、
基
本
給
や
手
当
、

有
給
休
暇
な
ど
の
費
用
面
に
偏
重
し
た
管
理
を
行
っ

て
い
る
経
営
者
や
会
社
も
少
な
く
な
い
。
つ
ま
り
、

人
材
に
対
す
る
積
極
的
な
投
資
活
動
は
行
う
も
の
の
、

投
資
活
動
自
体
を
管
理
・
評
価
で
き
て
い
る
会
社
は

少
な
く
、
組
織
と
し
て
思
う
よ
う
な
効
果
を
得
ら
れ

て
い
な
い
場
合
も
散
見
さ
れ
る
。

人
事
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
適
正
化
と

人
事
部
門
の
強
化
を
実
現

当
社
で
は
、
人
材
に
対
す
る
投
資
改
善
お
よ
び
、

人
事
部
門
業
務
の
整
流
化
を
目
的
に
、
従
業
員
能
力

管
理
シ
ス
テ
ム（
サ
ー
ビ
ス
名
／
ア
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）を
提
供
し
て
い
る
。
ア
ビ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
は
、
人
財
に
対
す
る

投
資
活
動
を
一
元
管
理
し
、
こ
れ
ら
の
投
資
活
動
を

効
率
的
・
効
果
的
に
組
織
活
動
へ
展
開
す
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
人
事
部
門
が
扱
っ
て
い
る
情
報

の
種
類（
紙
・
電
子
情
報
等
）を
問
わ
ず
、
情
報
を
一

元
管
理
す
る
こ
と
で
、
人
事
部
門
業
務
の
効
率
化
も

実
現
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
本
シ
ス
テ

ム
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
や
情
報
分
析
機
能
も
実
装

さ
れ
て
お
り
、
情
報
の
管
理
の
み
な
ら
ず
、
取
組
み

施
策
を
組
織
力
と
し
て
展
開
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。

本
シ
ス
テ
ム
に
は
、
３
つ
の
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

１
つ
目
は
、
各
社
の
人
事
管
理
の
現
状
に
応
じ
て
入

力
項
目
や
管
理
項
目
を
自
由
に
設
計
で
き
る
点
、
２

つ
目
は
、
紙
・
電
子
情
報
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
の
情
報
を
一
元
管
理
で
き
る
点
、
そ
し
て
最
後
に
、

１
名
あ
た
り
１
０
０
円
／
月
の
低
コ
ス
ト
で
運
用
で

き
る
点
で
あ
る
。
本
シ
ス
テ
ム
を
有
効
活
用
す
る
こ

と
で
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
投
資
の
適
正
化
や
人
事

部
門
の
強
化
を
実
現
し
、
真
の
組
織
活
性
化
・
強
化

を
実
現
し
て
欲
し
い
。（
図
２
）

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
に
お
け
る
組
織
・
人
事
領
域
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
携
わ
っ
て
い
る
と
、
従
業
員

や
組
織
に
対
す
る
取
り
組
み
や
仕
掛
け
の
良
し
悪
し

だ
け
で
な
く
、
人
事
部
門
そ
の
も
の
の
仕
事
の
進

め
方
や
運
用
管
理
の
問
題
に
直
面
す
る
。「
人
事
制

度
の
構
築
・
運
用
」や
、「
人
材
育
成
の
企
画
・
運
営
」

と
い
っ
た
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
だ
け
で
な
く
、

日
々
の
人
事
業
務
の
進
め
方
や
運
用
管
理
方
法
に
問

題
が
あ
り
、
人
事
部
門
が
適
切
に
機
能
し
て
い
な
い

場
合
が
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
本
来
着
目
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
が
解
消
さ
れ
な
い
状
態
で
、
新
し
い

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
を
講
じ
て
も
、
施
策
を
適

切
に
運
用
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
本
質
的
な
問
題

解
決
に
は
至
ら
ず
、
何
度
も
同
じ
問
題
に
対
す
る
施

策
を
講
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な

現
象
は
、
比
較
的
中
堅
中
小
企
業
に
お
い
て
頻
繁
に

起
こ
っ
て
い
る
。（
図
１
）

“
費
用
”と“
財
産
”の
視
点
か
ら

人
材
を
捉
え
る

中
堅
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
人
事
部
門
を
中
心

と
し
た
管
理
部
門
の
整
備
や
投
資
よ
り
も
、「
日
々

の
売
上
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
く
か
」、「
ど
の
よ

う
に
利
益
を
出
し
て
い
く
か
」と
い
っ
た
営
業
部
門

の
整
備
や
投
資
が
先
行
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
。
管
理

部
門
は
組
織
活
動
の
円
滑
化
・
適
正
化
を
目
的
に
活

動
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
十
分
な
資
源（
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
）が
割
り
振
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
組

事業内容：アクティベーションマネジメントを用いて、
組織活性化に寄与するコンサルティングサービスを提供
コンサルティング領域：・MVV領域（ミッション ビジョン バリュー）・HR領域（人事
制度／人材育成／人材採用）・コミュニケーション領域・ワークプロセス領域（目
標管理／顧客満足／業務改善）・マーケティング領域・診断領域（サーベイ）

おおの・じゅんや パソナ（現パソナグループ）の営業を経て、営業推進、営業企画部門を
歴任し、同社の関連会社の立ち上げも手掛ける。後に、トーマツ コンサルティング（現デロイ
ト・トーマツコンサルティング）にて、組織・人事戦略コンサルティング業務に従事し、2006年
1月に『アクティブ アンド カンパニー』を設立し、代表取締役に就任。現在に至る。

アクティベーションマネジメントとは

「人的資源管理」と「組織行動学」の考え方を基軸に、組織内部

と組織外部に対するアプローチを行うことで、組織の活性化（及

び再活性化）を図る弊社独自のコンサルティング手法です。

図1　効率・効果的な人材マネジメント施策実施への障害

図2　アビリティマネジメントシステムの管理・運用領域
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